
Noheji Town 　未来につなげる幸せのまち　のへじ

広　

報

広　広　

報 月号月号月号

202620262026

444



22026 ４月号 №804

令和８年度当初予算が３月定例会で可決されましたのでお知らせします。
予算の編成にあたっては、町の将来像「未来につなげる幸せのまち のへじ」を目指すべく、

６つの基本目標を軸にして、予算の効率的な配分に努めました。
一般会計予算は８３億６,２００万円となり、昨年度より７億３,３００万円（９.６％）の増

となりました。統合小学校建設事業費の増が主な要因です。

令和８年度 令和７年度 増 減

特 別 会 計 3,348,907 3,485,132 ▲ 136,225

国 民 健 康 保 険 事 業 1,408,078 1,487,947 ▲ 79,869

後期高齢者医療保険事業 238,652 210,777 27,875

介 護 保 険 事 業 1,675,458 1,757,529 ▲ 82,071

下 水 道 事 業 26,719 28,879 ▲ 2,160

特別会計

企業会計 (水道事業)

単位：千円

単位：千円

令和８年度 令和７年度 増 減

収 益 的 収 支 280,000 270,000 10,000

資 本 的 収 支（収入) 20,000 73,600 ▲ 53,600

資 本 的 収 支（支出) 138,031 200,000 ▲ 61,969



3 2026 ４月号 №804

町では、将来像実現に向け、第６次野辺地町まちづ
くり総合計画を策定し、６つの基本目標と２９の施
策を基に、健全財政の維持と住民福祉の
向上に向けて、町政運営を行っています。
ここからは、６つの基本目標から今年
度町が行う主な事業の内容と予算額をお
知らせします。

基本目標１ 支え合い切れ目のない保健福祉

入学祝い金事業 720万円
小学校・中学校への入

学時に５万円の祝い金を
交付します。

妊婦のための支援給付金事業
777万円
妊婦の経済的負担を軽減するた

めの国の給付金事業に、町独自に
出産時５万円を上乗せし、妊娠時
に５万円・出産時に10万円を給付
します。

子ども子育て支援事業 1,324万円

これまでの相談支援に加え、新た
に通所型・宿泊型の産後ケアを開始
し、さらなる産婦の負担軽減を図り
ます。また、こども家庭センターふ
わふわに、引き続き助産師を配置し
支援を行います。

乳幼児・子ども医療費給付事業
4,295万円
令和６年10月からの所得制

限撤廃・対象拡大により、乳児
から高校生相当までの、すべて
の児童・生徒の医療費を助成し
ています。

保育料無償化事業
令和６年10月より、０才か

ら２才児までの無償化を実施
し、町と国の事業をもって、町
内の全ての園児の保育所利用
料を無償化しています。

妊婦RSウイルス予防接種事業 165万円
生まれた乳児が出生時からRSウイルスに対する予

防効果を得ることができるよう、妊婦を対象に定期
接種化されるRSウイルス感染症ワクチンの予防接種
費用を助成します。

こども誰でも通園制度 119万円
保育所に通っていない０歳６か月から２歳ま

での子どもを対象に、保護者の就労要件を問わず
に月10時間まで保育所を利用できる制度に対応
します。

基本目標２ 工夫と連携の地域産業（その１）

農業振興関連事業 618万円
おためし就農移住体験の実施

や新規就農者への経営支援や農
業用機械等の導入支援などを行
います。また耕作放棄地を整備
して農地の貸借を推進します。

柴崎地区健康レクリエーション施設整備事業
4,098万円
柴崎地区健康リクリエーション施設内に

オートキャンプ場を整備します。また、森林
総合センターで快適に宿泊ができるよう、エ
アコンを整備します。

鳥獣被害防止対策事業 1,347万円
クマやイノシシなどの出没が増えて

いることから鳥獣対策を強化します。
新たに鳥獣対策部門の地域おこし協力
隊を任用します。また、山と里との緩
衝帯を整備するためにラジコン草刈機
を整備するほか、引き続き、狩猟免許
の取得に係る経費の助成や捕獲奨励金
の交付を行います。

のへじ特産品開発事業 100万円
イベントやふるさと納税返礼品に活用できる新たな

商品開発を行う団体へ補助を行います。

帯状疱疹予防接種事業
699万円
帯状疱疹ワクチン予防接種費

用の一部を助成します。また、
町独自の施策として、令和８年
度に50歳、55歳、60歳に到達
する方も対象としています。

 �特 集
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基本目標２ 工夫と連携の地域産業（その２）

水産業緊急対策補助金 1,500万円
魚類による食害や夏の高水温によるへい死など、被害を受けているホタテ養殖業再生のため、親貝確保や

採苗器購入経費の補助を行います。加えて漁業共済掛金や新たな魚種の養殖への取組みなどを支援します。

ホタテガイ親貝確保緊急対策事業費補助金 110万円
稚貝確保のために、産卵後まで親貝を確保し出荷を遅らせる取組みを実施するが、それにより

生じた生産性や生存率の低下への損失を、入札単価の上乗せにより解消するため、むつ湾漁業振興会が造成
する基金への補助を行います。

基本目標３ 誰もが学べる教育

統合小学校新築事業 7億4,848万円
野辺地小学校と若葉小学校の統合校舎

の新築に向け、検討委員会で議論を重ね、
令和７年度に詳細図面の作成と実施設計
を行いました。計画では令和８年度に工
事着手し、令和10年度に移転、令和12年
度にグラウンド等を含めた全体の供用開
始を予定しています。

校内教育支援センター設置事業 265万円
自分のクラスに入ることに抵抗がある等の生徒に対し、学

習のサポートや教育相談を行う教室を中学校へ設置します。

小中学校情報教育推進事業
2,372万円
引き続きICT支援員の配置を行います。

令和８年度は学校DXの基となる町教育情
報セキュリティポリシーの改定やGIGAス
クール用認証機器等の更新を行います。

高校魅力化事業 181万円
引き続き、野辺地高校の魅力化づくり支

援として、資格取得費や制服購入費、通学
費用等の補助を行います。

教育委員会管理施設LED化事業 6,037万円
令和９年末で製造が中止となる蛍光灯を使用している教

育施設や文化施設、体育施設等の照明を順次LED化します。

地域クラブ活動推進事業 126万円
中学校部活動の地域展開に当たり、地域クラブの主体的な

活動や指導者の確保・育成、活動への参加機会を確保するた
め、クラブの活動費用、指導者の資格取得費、経済的困窮世
帯の地域クラブ活動参加費等について補助を行います。

競技スポーツ強化支援事業 310万円
引き続き、競技スポーツにおいて、東北大会や全国大会

への出場が決定した、小・中・高校生が強化合宿や遠征等を
行う際の費用の一部を助成します。

基本目標４ 住み続けたくなる生活環境（その１）

個別避難計画作成事業 116万円
災害時避難行動要支援者の個別避難計画の作

成を支援します。

消防団装備整備事業 1,318万円
消防団が大雨などの中でも活動がしやすくなるよ

う、雨衣を整備します。また、分団旗を更新します。

高潮ハザードマップ作成事業 435万円
地震・津波ハザードマップに高潮の情報を加え

作成します。

第２分団屯所新築工事 4,204万円
津波浸水想定区域内にある、消防団第2分団屯所

をえぼしグラウンド付近の高台に移転新築します。

漁業災害経営資金利子補給 53万円
海水温上昇の影響で損失を被った漁業者が、経営資金の融資を受けた利子の一部に利子補給金を交付します。

 �特 集
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基本目標４ 住み続けたくなる生活環境（その２）

移住定住促進事業 707万円
移住定住の推進のため、以下の取組などを行います。

・県外から転入された方の引越費用助成
・県外から転入された方の自動車運転講習費用助成
・県外から転入された40歳未満の方への家賃補助
・空き家バンク登録物件の取得費補助
・東京圏の大学生が県内で就職活動する際の交通費助成

土木作業管理事業 1,329万円
道路脇などの除草作業を円滑に行うため、

経年劣化により不具合の多い重機装着型の草
刈装置の更新をします。

まちの魅力発信事業 370万円
町の知名度を向上させるため、以下の取組を行います。

・体験ツアー及び旅費助成の継続
・県外イベントへの出展
・移住・定住ポータルサイト「のへじ色」の運用

町道新設改良・橋りょう補修事業
1億5,881万円

下町・一ノ渡線道路改良工事や浜掛踏切埋
設管きょ埋立工事のほか、中渡橋の補修工事、
川目橋補修設計などを行います。

結婚支援事業 337万円
結婚に伴う新生活を経済

的に支援するため、家賃や
引っ越し費用などを助成し
ます。
また、町内婚活企画を行

います。

基本目標５ 活用して保全する環境

資源ごみ回収事業 1,620万円
令和７年１月以降、新しいごみ

袋の販売を開始しており、これま
でのものより安く、環境にやさし
い素材になりました。

エネルギー・環境教育実践事業 31万円
町内小学５年生を対象に、外部か

ら講師を招き省資源や省エネルギー
に対する理解を深める授業を開催し
ます。

基本目標６ メリハリのある行財政

自動通話録音装置設置事業 320万円
カスタマーハラスメント対応や町民対応の円滑化

のため、自動通話録音装置を設置いたします。

DX推進事業 3,833万円
町ホームページのリニューアルによる情報発信力

の向上や各種資料の電子化、議会のペーパーレス化
など、町全体のデジタル基盤の底上げを行います。

固定資産課税情報電子化事業 1,147万円
固定資産土地・家屋台帳など紙台帳の電子化を進

めます。また、法務局とのデータ取込連携環境を構
築します。

ふるさと納税推進事業 232万円
寄附金額増加を促すため、

以下の取り組みを行います。
・寄附受入窓口のポータル
サイトを拡大

・検索連動型広告を実施
・庁内プロジェクトチーム
を結成し研究

交通施策事業 13,200万円
野辺地町地域公共交通計画策定のための地域公共交

通会議への負担金を交付します。また、町内の小学２年
生を対象に、バスの乗り方などを教えるモビリティ・マ
ネジメント教育を行います。

 �特 集
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令和７年度野辺地町・野辺地町教育委員会
文化賞・スポーツ賞 授与式
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 � � � � � �  町 内 小 中 学 校 卒 業 式

町内の小中学校で卒業式が行われました。３月１２日に野辺地中学校、１９日に野辺地小
学校、２４日に若葉小学校でそれぞれ卒業式が挙行され、児童生徒が思い出の詰まった学び
舎を巣立ちました。
式では、校長先生から一人ひとりに卒業証書が手渡され、卒業生のお別れの言葉では、これ

まで支えてくれた家族や先生、仲間への感謝の気持ちが述べられました。
会場は温かな拍手に包まれ、卒業生たちは新たな目標を胸に、それぞれの未来へ向けて力

強く歩み出しました。
※裏表紙（２６ページ）町のアルバムに写真を掲載しています。

��������������歴史講座「南部と津軽のまつり
��������������－山車祭礼と祭り囃子－」開催

講師の下田氏と三味線の実演をする参加者

町教育委員会が３月１４日、歴史講座「南部と津
軽のまつり－山車祭礼と祭り囃子－」を町中央公民
館で開催しました。
本講座は、祭りの調査・保存事業の一環として、

「南部と津軽の山車祭礼とお囃子」をテーマに開催。
講座の前半では、町で祭り囃子の調査を行っている
下田雄次氏をコーディネーターに、鰺ヶ沢町・野辺
地町の文化財担当職員が、各地域の祭りやお囃子に
ついて紹介しました。講座後半は下田氏が講師を務
め、調査からわかってきた内容を基に、似たお囃子
の紹介やお囃子が持つ本来の特性等について、実演
を交えながら講演されました。

�������������ご寄附ありがとうございます

市ノ渡支部長（左）と小野教育長（右）

上十三法人会野辺地支部（市ノ渡祥廣支
部長）は２月１８日、次世代育成支援と地
域社会への貢献を目的に、町内の小中学校
へ図書カード６万円分（各校２万円分）を
寄附しました。
寄附された図書カードは、学校図書の充

実のために活用されます。

���町のニュース
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まちの人口
令和８年２月末現在（前月比）
人 口 11,523名 （＋ 2 0 ）
男 5,403名 （＋ 8 ）
女 6,120名 （＋ 1 2 ）
世帯数 6,239世帯（＋ 2 9 ）

無料相談案内
●年金相談
（年金全般に関すること）
４月15日（水）10時～15時
中央公民館
☎017－734－7495
※要予約（定員に達し次第締切）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
人権相談所
４月７日（火）９時～12時
中央公民館 第２会議室
相談担当：人権擁護委員
◆問合先 介護・福祉課
☎64－2111
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
４月３日（金）14時～
５月１日（金）14時～
健康増進センター
◆問合先 総務課
☎64－2111（内線215）
※要予約（定員に達し次第締切）
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
７月14日（火）10時～12時
役場相談室
◆問合先 総務課（内線215）
●教育相談
（不登校に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
９時～15時
教育委員会
☎090－2604－9408
●終活相談窓口（予約）
月～金曜（祝日を除く）
８時半～16時
介護・福祉課
☎64－2111（内線122）

◆
新
登
録
児
を
迎
え
る
会

18
日
（
土
）
10
時
半
～

◆
避
難
訓
練

21
日
（
火
）
16
時
～

◆
支
援
拠
点
事
業

の
へ
じ
ら
ん
ど

こ
い
の
ぼ
り
づ
く
り

講
師
：
子
育
て
支
援
員

22
日
（
水
）
10
時
～

◆
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
総
会

28
日
（
火
）
18
時
半
～

◆
問
合
先

児
童
館

☎
64
‒
３
１
０
６

児
童
館
行
事

◆
実
施
期
間

４
月
13
日
（
月
）
～
19
日
（
日
）

◆
統
一
標
語

『
急
ぐ
日
も
足
止
め
火
を
止
め

準
備
よ
し
』

◆
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

◇
４
つ
の
習
慣

１
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ

せ
な
い
。

２
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

３
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
。

４
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

◇
６
つ
の
対
策

１
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

令
和
８
年

春
の
火
災
予
防
運
動

◆
統
一
標
語

『
山
火
事
を
起
こ
す
も
防
ぐ
も

私
た
ち
』

◆
実
施
期
間

４
月
25
日
（
土
）
～

５
月
６
日
（
水
）

◆
重
要
事
項

春
の
野
山
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い

る
う
え
、
地
面
に
は
落
ち
葉
な
ど
が

堆
積
し
て
お
り
、
山
火
事
が
発
生
し

や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
林
野
火
災
注
意
報
、
林
野
火
災
警

報
の
発
令
時
な
ど
乾
燥
・
強
風
時

に
は
屋
外
で
の
火
の
使
用
を
し
な

い
こ
と

◇
た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

◇
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す

と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と

◇
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、

さ
せ
な
い
こ
と

令
和
８
年
山
火
事
予
防
運
動

刈
払
機
作
業
に
お
け
る
事
故
防
止

の
た
め
の
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る

た
め
の
「
刈
払
機
講
習
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

◆
開
催
日

５
月
29
日
（
金
）

◆
時
間

９
時
か
ら
16
時
ま
で

◆
場
所

公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

上
北
郡
東
北
町
大
字
大
浦
字
道
ノ

下
１
０
４
番
地
６

◆
募
集
人
員

１
０
０
名
程
度

◆
受
講
料

１
２
，
１
０
０
円

※
別
途
５
０
０
円
で
昼
食
提
供
可

刈
払
機
(草
刈
機
)講
習
会

開
催
に
つ
い
て

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置

の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

２
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

３
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部

屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類

及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

４
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い

方
を
確
認
し
て
お
く
。

５
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常

に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

６
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
火
対
策
を
行
う
。

◆
問
合
先

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
消
防
本

部

予
防
課

☎
64
‒
０
６
５
０

◆
問
合
先

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
消
防
本

部

予
防
課

☎
64
‒
０
６
５
０

◆
申
込
方
法

青
年
の
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
込

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
お
電
話
に
て

◆
申
込
締
切

４
月
30
日
（
木
）
正
午
ま
で

◆
申
込
・
問
合
先

公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

☎
０
１
７
６
‒
56
‒
２
３
９
３

����お知らせ



9 2026 ４月号 №804

松
く
い
虫
に
よ
る
マ
ツ
枯
れ
に
つ

い
て
、
県
内
で
は
深
浦
町
で
被
害
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
が
、
県
内
各
地
で

発
生
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
農
林
水

産
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
・
経
済

の
ほ
か
、
青
森
県
が
誇
る
自
然
景
観

な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
３
点
に
つ
い
て

町
民
の
皆
さ
ま
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
６
～
９
月
頃
は
マ
ツ
を
伐
採
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
の
原
因
で
あ
る
マ
ツ
ノ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
は
、
マ
ツ
類
を
伐
採
し

た
際
に
発
生
す
る
臭
い
に
集
ま
る
習

性
が
あ
る
た
め
、
活
動
期
（
６
～
９

月
）
に
は
、
マ
ツ
類
を
伐
採
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
未
被
害
地
の
丸
太
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

マ
ツ
丸
太
や
苗
木
を
被
害
地
か
ら

持
ち
込
む
と
、
松
く
い
虫
被
害
を
呼

び
込
む
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
県
内

の
未
被
害
地
の
も
の
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

③
枯
れ
た
マ
ツ
類
を
見
か
け
た
ら
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
葉
が
黄

色
に
変
色
し
た
り
、
枯
れ
た
マ
ツ
を

早
い
段
階
で
取
り
除
く
こ
と
が
大
切

｢松
く
い
虫
被
害
の
予
防
｣に
つ
い
て

で
す
。
自
宅
の
庭
木
や
街
路
樹
、
山

林
な
ど
、
身
の
回
り
で
枯
れ
て
い

る
、
又
は
枯
れ
か
か
っ
て
い
る
マ
ツ

類
を
見
つ
け
た
ら
左
記
連
絡
先
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
先

◇
産
業
振
興
課
（
内
線
２
４
２
）

◇
上
北
農
林
水
産
事
務
所
林
業
振
興
課

☎
０
１
７
６
‒
24
‒
３
３
７
９

◇
上
北
森
林
組
合

☎
０
１
７
６
‒
69
‒
１
２
０
０

無
料

◆
縦
覧
帳
簿
の
記
載
内
容

◇
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・

価
格

◇
家
屋
価
格
縦
覧
帳
簿

所
在
・
家
屋
番
号
・
構
造
・
種
類
・

床
面
積
・
価
格

◆
縦
覧
で
き
る
方

縦
覧
さ
れ
る
土
地
、
家
屋
と
同
一

町
内
に
所
在
す
る
土
地
、
家
屋
の
納

税
者
及
び
そ
の
代
理
人
（
生
計
を
一

に
す
る
同
居
の
親
族
、
委
任
さ
れ
た

人
、
相
続
人
、
納
税
管
理
人
及
び
承

継
人
）

◇
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

土
地
の
納
税
者
の
み

◇
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

家
屋
の
納
税
者
の
み

※
非
課
税
や
免
税
点
未
満
な
ど
の
課

税
さ
れ
て
い
な
い
土
地
や
家
屋
の

所
有
者
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◆
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

◇
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）

◇
法
人
代
表
者
の
場
合
、
代
表
者
で

あ
る
こ
と
を
証
す
る
公
的
な
書
類

（
例
：
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書

（
発
行
か
ら
３
か
月
以
内
の
も

の
））
と
代
表
者
本
人
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
書
類

◇
法
人
従
業
員
の
場
合
、
従
業
員
証

な
ど
、
法
人
名
と
来
庁
し
た
従
業

員
氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の
（
名

刺
は
不
可
）
と
従
業
員
本
人
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

◇
代
理
人
の
場
合
、
代
理
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
委
任

状
な
ど
）
と
代
理
人
本
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）

◆
問
合
先

税
務
会
計
課
（
内
線
１
６
９
）

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

町
で
は
、
毎
年
４
月
か
ら
期
間
を

設
け
、
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
制
度
は
、
納
税
者
の
方
が
自

分
の
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の

価
格
に
つ
い
て
、
周
辺
の
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
）
の
価
格
と
比
較
し
、

自
分
の
固
定
資
産
の
価
格
が
適
正
で

あ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。

◆
縦
覧
期
間

毎
年
、
庁
舎
の
４
月
最
初
の
開
庁

日
か
ら
、
そ
の
年
の
固
定
資
産
税
の

第
１
期
の
納
期
限
の
日
ま
で
（
土
曜

日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

８
時
半
か
ら
17
時
15
分
ま
で

◆
場
所

税
務
会
計
課
窓
口

◆
手
数
料

国
民
年
金
へ
の
加
入
方
法

国
民
年
金
は
、
基
本
的
に
日
本
に

居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
方
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て

次
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
で
加
入
の
手
続
き
が
異
な

り
ま
す
。

◇
第
１
号
被
保
険
者

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
農
業
者
や

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、

無
職
の
方
な
ど
で
す
。
加
入
の
手
続

き
は
、
ご
自
身
で
役
場
町
民
課
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

◇
第
２
号
被
保
険
者

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
厚
生
年

金
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。
加
入
の
手
続
き
は
、
勤
務
先
が

行
い
ま
す
。

◇
第
３
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
て
、
年
収
１
３
０
万
円
未
満
の
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者
の
方
で

す
。
加
入
の
手
続
き
は
、
第
２
号
被

保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い

ま
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
会
社

を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
第
１
号
被

保
険
者
（
又
は
第
３
号
被
保
険
者
）

へ
の
切
替
え
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

◇
青
森
年
金
事
務
所

☎
０
１
７
‒
７
３
４
‒
７
４
９
５

◇
町
民
課
（
内
線
１
０
７
）

◆
保
険
料
納
付
期
限

３
月
分

４
月
30
日
（
木
）

訂
正

広
報
３
月
号
の
訂
正
に
つ
い
て

広
報
の
へ
じ
３
月
号
の
無
料
相
談

案
内
に
掲
載
し
ま
し
た
年
金
相
談
の

日
程
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、

『
４
月
15
日
（
水
）
10
時
～
15
時

予
約
先
は
青
森
年
金
事
務
所

☎
０
１
７
‒
７
３
４
‒
７
４
９
５
』

に
な
り
ま
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。

ま
た
６
月
の
年
金
相
談
の
開
設
場

所
に
つ
い
て
、
施
設
工
事
の
影
響
に

よ
り
、
町
中
央
公
民
館
か
ら
役
場
１

階
の
小
会
議
室
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
年
金
相
談
を
ご
利
用
に
な

る
方
は
お
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

町
民
課
（
内
線
１
０
７
）

����お知らせ
｢介
護
相
談
」
野
辺
地
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
公
立
野
辺
地
病
院
内
)
☎
72
‒
１
０
１
８
／
72
‒
１
０
２
３
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精
神
障
が
い
者
地
域
生
活

支
援
事
業
「
め
ぐ
み
の
会
」

「
め
ぐ
み
の
会
」
は
、
地
域
と
の

交
流
を
通
し
て
障
が
い
者
理
解
を
図

り
、
障
が
い
者
の
自
立
に
向
け
た
地

域
支
援
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

在
宅
の
精
神
障
が
い
者
及
び
そ
の
家

族
が
集
ま
っ
て
交
流
を
行
い
ま
す
。

月
に
１
回
開
催
し
て
お
り
、
調
理

実
習
や
製
作
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
程
（
月
１
回
、水
曜
日
開
催
）

◇
令
和
８
年

４
月
22
日
、
５
月
20
日
、

６
月
17
日
、
７
月
22
日
、

８
月
26
日
、
９
月
16
日
、

10
月
21
日
、
11
月
25
日
、

12
月
16
日

◇
令
和
９
年

１
月
20
日
、
２
月
17
日

３
月
17
日

◆
時
間

９
時
半
～
15
時

（
12
月
以
降
は
10
時
～
15
時
ま
で
）

◆
場
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
在

宅
で
社
会
復
帰
・
自
立
を
希
望
し
、

主
治
医
が
い
る
精
神
障
が
い
者
及
び

そ
の
家
族

◆
問
合
先

介
護
・
福
祉
課

（
内
線
１
２
７
・
１
２
８
）

「
ぴ
ゅ
あ
の
へ
じ
相
談
室
」で
は
、

身
体
・
知
的
・
精
神
の
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
や
家
族
の
方
で
家
か
ら
出

ら
れ
な
い
、
心
配
事
が
あ
る
方
、
仕

事
は
で
き
な
い
が
何
か
し
た
い
、
家

か
ら
出
て
活
動
し
た
い
等
総
合
的
・

専
門
的
な
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
者
等
の
日
中
に
お

け
る
活
動
の
場
を
提
供
し
、
小
物
づ

く
り
や
製
作
活
動
を
行
い
ま
す
。

◆
場
所

野
辺
地
町
役
場

◆
費
用

無
料

※
実
費
負
担
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

障
害
者
手
帳
所
持
者
、
手
帳
は
な

い
が
障
が
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方

と
そ
の
家
族
。

※
日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
・
問
合
先

介
護
・
福
祉
課

（
内
線
１
２
７
・
１
２
８
）

ら
翌
年
の
３
月
ま
で
、
ひ
と
月
あ
た

り
３
枚
。

◆
申
請
に
つ
い
て

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
介

護
・
福
祉
課
で
申
請
書
に
記
入
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
す
る
物

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
（
本
人

確
認
が
で
き
る
物
）、
障
害
者
手
帳

（
該
当
す
る
方
）

◆
申
込
・
問
合
先

介
護
・
福
祉
課
（
内
線
１
３
０
）

町
内
の
公
衆
浴
場
で
利
用
で
き
る

「
高
齢
者
入
浴
サ
ー
ビ
ス
券
」
の
受

付
を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
、
満
65

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
及
び
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
あ
っ
て
、
町
民
税
が

非
課
税
世
帯
か
つ
令
和
６
年
の
収
入

が
１
４
８
万
円
未
満
の
方
。

◆
入
浴
券
の
枚
数

利
用
が
認
め
ら
れ
た
月
の
翌
月
か

ら
翌
年
の
３
月
ま
で
、
ひ
と
月
あ
た

り
４
枚
。

◆
申
請
に
つ
い
て

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
介

護
・
福
祉
課
で
申
請
書
に
記
入
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

｢ぴ
ゅ
あ
の
へ
じ
相
談
室
」
を
開
設

～
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

共
に
豊
か
に
暮
ら
せ
る
町
へ
～

高
齢
者
及
び
障
が
い
者
を
対
象
に

「
お
出
か
け
支
援
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
助
成
券
」
を
発
行
し
、
医
療
機
関

へ
の
通
院
等
に
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー

初
乗
運
賃
を
助
成
し
ま
す
。
希
望
す

る
方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

野
辺
地
町
に
住
所
を
有
す
る
町
民

税
が
非
課
税
世
帯
か
つ
令
和
６
年
の

収
入
が
１
４
８
万
円
未
満
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
令
和
８
年
４
月
１
日
現
在
、
満
70

歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
を

所
持
し
て
い
る
方

③
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
１
級
、
２

級
を
所
持
し
て
い
る
方

④
愛
護
手
帳
Ａ
を
所
持
し
て
い
る
方

※
前
記
に
該
当
し
て
も
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
は
、
対
象
外
に

な
り
ま
す
。

・
世
帯
分
離
し
て
い
る
が
、
事
実
上

町
民
税
課
税
者
と
同
居
し
て
い
る

・
対
象
者
本
人
が
運
転
免
許
証
を
所

持
し
て
い
る

・
同
居
者
か
ら
送
迎
等
の
支
援
を
受

け
て
い
る

◆
助
成
券
の
枚
数

利
用
が
認
め
ら
れ
た
月
の
翌
月
か

｢お
出
か
け
支
援
タ
ク
シ
ー
｣

利
用
料
金
を
助
成
し
ま
す

高
齢
者
入
浴
サ
ー
ビ
ス
券
の
申
請

◆
持
参
す
る
物

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
（
本
人

確
認
が
で
き
る
物
）

◆
申
込
・
問
合
先

介
護
・
福
祉
課
（
内
線
１
３
０
）

18
歳
以
上
の
軽
度
・
中
等
度
難
聴
者

補
聴
器
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

◆
対
象
者

◇
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ

ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
外
の

方
◇
補
聴
器
相
談
医
よ
り
装
用
が
必
要

で
あ
る
と
診
断
さ
れ
、
認
定
補
聴

器
専
門
店
か
ら
購
入
す
る
方

◇
概
ね
３
か
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
で
き

る
方

◆
助
成
額

購
入
額
の
２
分
の
１
の
金
額
と

し
、
１
人
１
回
限
り
上
限
５
万
円
を

助
成
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
問
合
先
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先
・
申
請
受
付
場
所

介
護
・
福
祉
課

（
内
線
１
２
７
・
１
２
８
）

����お知らせ
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県
で
は
、
県
税
の
口
座
振
替
の
申

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
県
税

の
納
税
は
、
便
利
で
安
全
・
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

県
税
口
座
振
替
制
度
の
お
知
ら
せ

◆
申
込
方
法

納
税
者
本
人
の
通
帳
と
預
貯
金
届

出
印
を
持
参
の
上
、
最
寄
り
の
取
扱

金
融
機
関
又
は
各
県
税
事
務
所
の
窓

口
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
よ
り

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
留
意
事
項

口
座
振
替
済
通
知
書
及
び
自
動
車

税
種
別
割
納
税
証
明
書
（
口
座
振
替

済
通
知
書
と
一
体
に
な
っ
た
も
の
）

は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

口座振替を
利用できる県税 申込期限 振替日

自動車税種別割
６月納期分
（定期賦課分）

４月３０日（木）

納期限の日
個人事業税
８月･１１月納期分
（定期賦課分）

～８月中旬（８月納期分
から振替開始）
～１１月中旬（１１月納
期分から振替開始）

あ
お
も
り
米
子
育
て
応
援
事
業

県
で
は
、
米
の
価
格
高
騰
を
踏
ま

え
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
目
的

に
、
県
産
米
の
購
入
に
使
え
る
電
子

ク
ー
ポ
ン
又
は
お
米
券
を
提
供
す
る

「
あ
お
も
り
米
子
育
て
応
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
児
童

令
和
８
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳

以
下
の
県
内
在
住
の
こ
ど
も

◆
申
請
者

申
請
日
に
お
い
て
県
内
在
住
の
対

象
児
童
の
保
護
者（
父
母
、養
父
母
、

未
成
年
後
見
人
、施
設
の
長
、里
親
、

対
象
児
童
を
現
に
監
護
す
る
者
等
）

◆
支
給
品
（
対
象
児
童
１
人
当
た
り
）

県
産
米
の
購
入
に
使
え
る
電
子

ク
ー
ポ
ン
１
０
，
０
０
０
円
分
又
は

お
米
券
８
，
８
０
０
円
分

◆
申
請
期
限

令
和
８
年
４
月
30
日
ま
で

※
申
請
必
須

◆
申
請
方
法

事
業
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
請
又
は
郵
送

◆
問
合
先

青
森
県
庁
こ
ど
も
み
ら
い
課

総
務
企
画
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
‒
７
３
４
‒
９
３
０
１

２０２６のへじ春まつり ◆問合先 (一財)野辺地町観光協会事務局
☎64－9555

◆開催期間 ４月１８日（土）～５月６日（水・祝）まで
◆内 容 ・「常夜燈型灯篭と提燈の夜間点灯」（愛宕公園内）

４月１８日（土）～５月６日（水・祝）まで
点灯時間：１８時～２０時半まで
※ただし、悪天候の場合は点灯を中止します。
・「第４６回ホタテ駅伝大会」（愛宕公園～町道）
４月２９日（水・祝）
開 会 式 ９時～
競技開始 ９時半～
閉 会 式 １３時半～ ※出店あり
・「２０２６あたご ｄｅ Ｍｉｓｅ」（愛宕公園内）
５月３日（日）～５月５日（火・祝）
１０時～１５時
※キッチンカー等の出店あり。
※悪天候の場合は、中止の可能性があります。

物価高騰対策生活応援商品券を給付します
◆問合先 産業振興課（内線244）

◆野辺地町物価高騰対策生活応援商品券
令和８年５月１日時点において、野辺地町の住民基本台帳に登録されている方を対象に、１人あ
たり、商品券１冊（２０，０００円分）を給付します。
【内訳：専用券５００円×１６枚(８，０００円分)、共通券５００円×２４枚(１２，０００円分)】
◇商品券利用期間：令和８年７月１日から令和８年９月３０日まで
◇商品券の発送：６月上旬頃を目途に、ゆうパックにて各家庭へ配送します。
※町内全域への配達となるため、世帯によって、配達時期が異なる場合があります。
※不在により受取ができなかった場合、６月中旬頃を目途に再配達します。
※受取方法や不在時の対応等については、広報やホームページでお知らせします。
◇利用店舗：商品券発送の際に「商品券を利用できる店舗一覧」を同封します。

ゲストランナー
青森山田高校陸上部

����お知らせ
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｢出前講座」をご活用ください
◆問合先 野辺地町地域包括支援センター(公立野辺地病院内) ☎0175-72-1018／0175-72-1023

◆テーマ
１．認知症について（症状・予防・対応方法など）
２．権利擁護について（成年後見制度・消費者被害・高齢者虐待など）
※全て無料です。

◆日 時
ご希望する日時（平日９時～１６時）、お話は３０～６０分間です。

◆出前講座の様子

野辺地町地域包括支援センターでは、地域住民の皆さまを対象に、出張型の出前講座を
実施しています。
自治会やサロンなど、地域の集まりの場に地域包括支援センターの職員が出張し、ご希

望のテーマ（下記参照）について講話を行います。

登録統計調査員を募集しています！
◆問合先 企画財政課（内線235）

～ 調査員のお仕事してみませんか？ ～
町では、国が実施する各種統計調査に従事してくださる方（登録統計調査員）を随時募

集しています。統計調査に興味のある方、また、専業主婦や定年を迎えられた方、何らか
の形で地域貢献活動をしたい方、空き時間の範囲内でどうぞお力をお貸しください。「登
録統計調査員」とは、統計調査員として継続的に活動することを希望し、あらかじめ町に
登録いただいた方です。統計調査が実施される１～２か月前に、町から調査活動を依頼
します。

◆応募資格
・２０歳以上の方（男女問わず）
・責任を持って調査事務を遂行できる方
・調査で知り得た情報の秘密を守れる方
・警察、選挙、税務に直接関わらない方

◆応募方法
登録を希望される方は、野辺地町統計調

査員登録申請書（企画財政課で配布又は町
ホームページでダウンロード可）に必要事
項を記入し、ご提出ください。

◆仕事内容
・調査員説明会への出席
・担当する地域の確認
・調査についての説明と調査書類の配布
・調査票の回収・点検・整理・提出

◆報酬
・報酬あり
※各調査、調査期間によって
異なります。

����お知らせ
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柴崎地区健康レクリエーション施設
４月２４日（金）オープン！！

◆申込・問合先 森林総合センター ☎64－7952 産業振興課（内線219）

柴崎地区健康レクリエーション施設は、
陸奥湾を眼下に望む抜群のロケーション。
宿泊研修施設『森林センター』のほか、キャ
ンプ場やバンガロー、パークゴルフ場など
多目的に使用できる拓心館などの施設が
整備されています。

※ご利用の際は事前に問合先までご連絡
をお願いします。

【森林総合センター】
部屋名称（人数） 料金（円）/一部屋あたり チェックイン・アウト

楓 ２０１号室（２名） ６，０００円

１５時～翌１０時

白樺 ２０２号室（２名）
檜葉 ２０３号室（４名）

９，６００円紅葉 ２０４号室（４名）
山桜 ２０５号室（４名）
銀杏 ２０６号室（４名）
林檎 ２０７号室（８名） １４，０００円
研修室 （４０名）

１時間 ６００円
９時～１７時

（宿泊しない場合）
※宿泊の場合、無料調理室 （４０名）

浴場（シャンプー・リンス・ボディシャンプー付）
＊上記定員を超える場合、中学生以上１名につき２，０００円追加となります。

【バンガロー（１棟あたり定員４名）】
項目 料金（円）/１棟あたり チェックイン・アウト

宿泊 １２，０００円 １５時～翌１０時
ユニットバス・トイレ、テレビ、冷蔵庫

【その他の施設】
バーベキューハウス １炉 １時間３００円 ８時半～
キャンプ場 １張 ６００円 ８時半～
拓心館 無料 ８時半～１７時

災害時の避難支援の相談窓口
町では、災害時に、周囲の手助けがあっても
避難が難しい方や自力で逃げられるか不安が
ある方などを対象に、避難支援についての相
談窓口を設置しています。
お気軽にご相談ください。

【相談窓口】野辺地町役場
※平日 ８時半～１７時１５分
☎６４－２１１１
◆高齢の方、障がい等をお持ちの方
介護・福祉課
◆妊婦さん、小さいお子さんがいる方
健康づくり課

����お知らせ
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４月は転入や転出により、ごみの排出量が多くなります。ごみ出しによるトラブルや苦
情も増える時期になりますので、正しいごみの分け方、出し方を再確認し、ごみステーショ
ンを清潔に維持しましょう。

ごみステーションの利用について
◆申請・問合先 町民課（内線102）

◆ごみ出しのルール
①自治会への加入が必要です
ごみステーションを利用するには、そのごみステーションを管理する自治会に加入する必

要があります。自治会への加入方法や、お住まいの地区の自治会が不明である場合は、町民
課までお問合わせください。

②家庭ごみ収集日程表（ごみカレンダー）を確認しましょう
家庭ごみ収集日程表は、広報３月号とともに各家庭へ配布しています。

収集日を確認し、午前８時までにごみ出しをお願いします。また、
近所に引越しなどで配布を受けていない方がいる場合は、お住まいの
地区の自治会をお知らせしますので、町民課までお問合せください。

③一時多量ごみは自己搬入しましょう
引越しや家財整理で出る一時多量ごみは、ごみステーションに

出すことはできません。
ごみの排出者が責任を持って各処理施設まで搬入してください。

【クリーン・ペア・はまなす】
☎０１７５－６８－２５０８
収集区分 可燃ごみ、粗大ごみ、

資源ごみ（缶・ビンなど）
受入時間 8時半～16時半
(土曜日) 8時半～12時、13時～16時半
定 休 日 日曜日、年末年始
手 数 料 ３０円/１０㎏

「クリーン・ペア・はまなす」の焼却施設から、ス
プレー缶などの金属製品やガレキ類が見つかってい
ます。焼却できないごみの混入は、施設の運転に支障
を及ぼすだけではなく、スプレー缶等は火災の原因に
もなります。
分別を徹底し適正処理へのご協力をお願いします。

【野辺地町一般廃棄物最終処分場】
☎０１７５－６４－０１３９
収集区分 不燃ごみ（ガラス、陶器など）
受入時間 8時半～16時半
定 休 日 日曜日、年末年始
手 数 料 ４０円/１０㎏
※自己搬入時は、事前に町民課で許可を
受ける必要があります。

自己搬入の際は、分別の徹底を！

燃えるごみに混入されていた金属製品等

����お知らせ
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令和８年度
介護予防のための事業 参加者募集
◆問合・申込先 介護・福祉課（内線122）

町では、介護予防のために下記の事業を実施しています。対象はいずれも、おおむね６５
歳以上の方です。見学・体験を希望される方や、お申込みの際は上記までご連絡ください。

１．シニアゲームサロン
ゲーム機を活用して交流する事業です。「ゲームなんてやったことがない！」という方も

安心してください。とても簡単です。
◆内 容 ゲーム体験（見学だけでも歓迎）、保健師や看護師の健康相談等
◆その他 参加は無料です。動きやすい服装でご参加ください。
◆日 程 ※場所は野辺地町役場または健康増進センター 毎回１０時～１１時半

２．介護予防サークル
介護予防活動を通して健康の維持増進、会員同士の親睦を図り、地域に介護予防を普及・

啓発することを目的としており、代表の方を中心に会員の皆さんで話し合いながら運営して
います。介護・福祉課は、健康相談などで活動のサポートをしています。
仲間と一緒に、楽しく運動機能のアップや認知症予防にトライしましょう！
【開催日時】毎週木曜日 １０時半～１２時 または １３時半～１５時

※午前午後のいずれかに参加
【講 師】NPO法人青森県健康・体力づくり協会

理事長 健康運動指導士 近藤 文俊 先生
【会 費】月２,０００円 【募集人数】１０名程度
【場 所】健康増進センター
【持ち物等】動きやすい服装、飲み物、タオル等

３．各地区での介護予防教室等
町介護・福祉課では、各地区での介護予防教室やみんなのステーション（集いの場）の実施

を支援しています。令和８年度は馬門地区、有戸地区、浜町地区、枇杷野地区、金沢町の各集
会所等で実施予定です。お住まいの地区での参加を希望される方や、新たな実施を希望され
る方はお問合せ先にご連絡ください。
支援内容：保健師など専門職による健康教育、軽スポーツ（ワナゲやスカットボール）、出

張シニアゲーム、出張人生会議（「どせばいい？カード」を用いた人生会議の模
擬体験）

※月１回以上実施される地区は、代表者が町と契約のうえで実施に係る経費の一部を町が
負担します。

４月 17日（金）、24日（金) ８月 5日（水）、26日（水) 12月 9日（水）、23日（水)
５月 15日（金）、27日（水) ９月 16日（水）、30日（水) １月 13日（水）、27日（水)
６月 10日（水）、24日（水) 10月 14日（水）、28日（水) ２月 3日（水）、10日（水)
７月 8日（水）、22日（水) 11月 11日（水）、25日（水) ３月 3日（水）、10日（水)

����お知らせ
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ゴールデンウィーク中〔５月２日(土)～
５月６日(水)〕の休館・休業のお知らせ

※体育施設は大会等により利用制限がある場合があります。
施設名 電話番号 休館・休業日

役 場 64-2111 5月3日～5月6日

中 央 公 民 館 64-3054 通常通り

図 書 館 64-2195 5月4日～5月6日

歴史民俗資料館 64-9494 特別開館※開館時間
9時～16時

児 童 館 64-3106 5月3日～5月6日

柴崎地区健康レクリ
エーション施設 64-7952 通常通り

町 立 体 育 館 64-1459 通常通り

まかどスポーツ
センター

64-2119
社会教育・
スポーツ課

通常通り※祝日開館時間
９時～17時

（団体予約のみ受付）

施設名 電話番号 休館・休業日

勤労青少年ホーム 64-9657 通常通り※祝日開館時間
9時～17時青少年体育センター 64-9657

屋内温水プール 64-9777 通常通り※祝日開館時間
13時～17時

クリーン・ペア・はまなす 68-2508

通常通り
（対象廃棄物：可燃
ごみ・粗大ごみ・ペッ
トボトル・空き缶・
空きびん）

一般廃棄物最終処分場 64-0139
通常通り
（対象廃棄物：不燃
ごみ）

観光物産ＰＲセンター 64-9555 通常通り

【のへじ宣伝部２期生】を募集します！
いっしょに野辺地の魅力を発信しませんか？
ＳＮＳに興味がある・カメラを始めたい・何かを始めてみたい…そんな方はぜひご応募く

ださい！

何をする
の？

◆SNSでの情報発信（任期１年）
・行政だけでは拾いきれない暮らしの中の小さな魅力
・この町で挑戦している人の熱意 など
◆町内での取材活動

応募でき
る方は？

◆野辺地町に関する取材・情報発信ができる概ね18歳
以上の方 ※高校生は、保護者の同意があれば参加可
◆SNSでの発信に抵抗がない方
◆スマートフォンをお持ちの方

サポート
体制

◆３回程度の研修と部員同士の意見交換
◆ボランティア保険加入

応募方法 お電話かメールにてご連絡ください。

連絡先

地域おこし協力隊 長濵
・電話：64-2111（役場企画財政課内、内線235）
[受付時間]9:00～16:00 [休日]土日祝日
・mail：noheji-kyoryokutai@town.noheji.lg.jp

のへじ色 note のへじ色
インスタグラム

����お知らせ
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ＪＲ大湊線「設備メンテナンス」に伴う列車の一部運休のお知らせ
ＪＲ東日本において、まくらぎなどを交換する「設備メンテナンス」を日中時間帯に実施

しますのでお知らせします。
◆工事実施日（１５日間）
４月１４日（火）～１７日（金）、２１日（火）～２３日（木）、
５月２６日（火）～２９日（金）、６月２日（火）～５日（金）

◆運休列車等
運休となる列車の代行輸送は実施しませんのでご注意ください。

（下り）
列車種別 列車番号 発駅・発時刻 着駅・着時刻 備考

普通 ２２３Ｄ 野辺地駅 ８時０６分発 大湊駅 ９時０８分着

快速しもきた ３２２５Ｄ 野辺地駅１０時２２分発 大湊駅１１時１３分着 八戸駅～野辺地駅間
(青い森鉄道)は運転

普通 ２２９Ｄ 野辺地駅１３時００分発 大湊駅１４時０２分着

（上り）

※問合先：ＪＲ東日本お問い合わせセンター ０５０－２０１６－１６００（８時～２１時）

列車種別 列車番号 発駅・発時刻 着駅・着時刻 備考

快速しもきた ３２２８Ｄ 大湊駅１０時２２分発 野辺地駅１１時１３分着 野辺地駅～八戸駅間
(青い森鉄道)は運転

快速しもきた ３２３０Ｄ 大湊駅１１時４８分発 野辺地駅１２時３９分着
普通 ２３４Ｄ 大湊駅１４時１３分発 野辺地駅１５時１４分着

運行情報・運休情報・
遅延証明について

令和８年度自衛官等採用案内
種 目 資 格 受付期間 試 験 期 日 採用後の処遇 試験場所

第１回
一般幹部候補生

一
般

令和９年４月１日現在２２歳以上２６歳未満の方
（修士課程修了者は２８歳未満の方）

令和８年３月１日
～令和８年４月３日

＜１次試験＞
令和８年４月１１日・１２日
（１２日は飛行要員のみ）
＜２次試験＞
令和８年６月１日～７日※
＜３次試験＞（飛行要員のみ）
海：令和８年７月２日～６日※
空：令和８年７月１８日～７月２４日※

＜大卒程度試験合格者＞
修士修了者以外
初任給：273,600円（幹部任官後:296,100円）
修士修了者等
初任給：287,600円（幹部任官後:304,700円）
＜院卒者試験合格者＞
初任給：290,400円（幹部任官後:314,900円）

別途連絡
します。

飛
行

第１回幹部候補曹 令和９年４月１日現在２０歳以上３３歳未満の者

＜１次試験＞
令和８年４月１１日
＜２次試験＞
令和８年６月１日～７日※

＜短大卒＞
初任給：235,300円（幹部任官後:299,000円）
初任給：252,600円（幹部任官後:303,200円）

キャリア採用幹部
大卒以上の者で、応募資格に定められた学部・専攻学
科等を卒業後、１年以上の業務経験（経験年数は職種
や職域による）のある者

令和８年３月１日
～令和８年５月１５日

陸：令和８年６月８日
海：令和８年６月１２日又は１５日※
空：令和８年６月１５日

２等海・空佐：３９万円～
３等陸・海・空佐：約３６万円～
１等陸・海・空尉：約３３万～約３４万円
２等陸・海・空尉：約３０万～約３２万円
３等陸・海尉：約３０万～約３１万円

技術陸海空曹 ２０歳以上の者で資格免許等の要件を満たす者
陸：令和８年６月８日～９日
海：令和８年６月１２日又は１５日※
空：令和８年６月１５日

海・空曹長、１等陸・海・空曹：約２９万～３１万円
２等陸・海・空曹：約２８万～３０万円
３等陸・海・空曹：約２６万～２９万円
＊学歴・職歴等により異なります。

一般曹候補生

１８歳以上３３歳未満の方

令和８年３月１日
～令和８年５月７日

＜１次試験＞
令和８年５月１６日～２４日※
＜２次試験＞
令和８年６月１３日～２８日※

月額：224,600円（高卒）

月額：239,600円（大卒）
２等陸・海・空士
（任期制自衛官） 年間を通じて行っております。 別途連絡します。

※ 試験日については、別途指定されます。 細部は下記までお問い合わせ下さい。
※ 令和７年１月現在の処遇です。

〒033-0037 三沢市松園町三丁目６－16 中野プラザビル２F（ユニバース松園店隣）
自衛隊青森地方協力本部 三沢募集案内所
電話・ＦＡＸ 0176－53－1346（平日：08:45～17:30）
E-mail:aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

★ 個別に相談に応じます。
QRコードからお申し込み

個別相談QR

☆防衛省HP
自衛官の処遇改善の概要

����お知らせ
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区分

町村別

令和８年 昨年
前年比

２月中(単月) ２月末(累計) ２月末(累計)
発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者
野辺地町 2 0 3 2 0 3 1 0 1 ＋1 ＋0 ＋2
横 浜 町 0 0 0 1 0 2 3 0 3 －2 ＋0 －1
六ヶ所村 1 0 1 3 0 3 3 0 3 ＋0 ＋0 ＋0
合 計 3 0 4 6 0 8 7 0 7 －1 ＋0 ＋1

令和８年２月末の交通人身事故発生状況(野辺地警察署)

●
英
会
話
ク
ラ
ブ

１
・
８
・
15
・
22
日
（
水
）

14
時
30
分
～
16
時

（
中
央
公
民
館
）

●
朗
読
の
会
「
秋
桜
」

９
日
（
木
）
10
時
～

定
例
会
（
中
央
公
民
館
）

【図
書
イ
ベ
ン
ト
】

今
月
の
休
館
日

６
日
（
月
）、
13
日
（
月
）

20
日
（
月
）、
27
日
（
月
）

29
日
（
水
）、
30
日
（
木
）

※
30
日
は
、
館
内
整
理
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

春の読書 deスタンプラリー
期間中、図書館の本を借りて20個のス
タンプを集めた方に粗品を差し上げます。
【期 間】４月23日(木)～６月28日(日)

※休館日を除く
【対 象】町民
【その他】コミックやＤＶＤ、

ＣＤを除く

朗読の集い
春のひと時、目を閉じ、耳を澄まし、耳から
の読書を楽しんでみませんか。朗読の会「秋
桜」会員による朗読会を開催します。
日 時 ４月１１日（土）１３時～
場 所 中央公民館
参加料 無料
対 象 一般

朗読の会「秋桜」会員によるおすすめ絵本の
読み聞かせを行います。
日 時 ４月１８日（土）１０時３０分～
場 所 ２階・視聴覚室
対 象 子ども

※幼児は、保護者同伴のこと

図書館おすすめの新着本（入荷予定本）
書 名 著 者 名

デッドエンドで宝探し 能 町 みね子
大河の一滴 最終章 五 木 寛 之
青青といく 永 井 紗耶子
たびたび さくら ももこ

本 の 展 示
2026本屋大賞ノミネート作および過去の大賞作展

１日(水)～28日(火)
春に読みたい子どもの本展 １日(水)～28日(火)

おはなし工房
日 時 ４月２５日（土） １４時
場 所 視聴覚室（図書館２階）
内 容 読み聞かせと工作会「折り紙でマジック

キューブ」
対 象 ４歳～１２歳

※幼児は、保護者同伴。
定 員 ８名 ※要申込み。
参加料 無料
申込先 図書館 ☎64-2195 ｢マジックキューブ｣

����お知らせ
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�����町長コラム
『未来につなげる幸せを創る』
NO55.「一部開通式が執り行われました｣

こんにちは。町長の野村です。
梅や桜の便りも聞こえ、暖かな春を感じられる
気候になってきました。
３月１４日に高規格道路「下北半島縦貫道路」
の一部開通式が執り行われました。これまで野辺
地町から利用できるのは吹越Ⅰ.Ｃまででしたが、
新たに道の駅「よこはま」に隣接する横浜Ⅰ.Ｃま
で開通し、むつ南バイパスも開通されました。
未開通の横浜Ⅰ.Ｃ－むつ市方面約２０ｋｍと
野辺地Ⅰ.Ｃ－七戸北Ⅰ.Ｃ間７.１ｋｍが開通す
ることにより事業が完了します。令和１４年度を
完成目標として工事が進められます。
完成後は野辺地から東北自動車道を経由して東
京都内までつながります。

国道２７９号を補完する道路として大雪や震災
時の避難道路としての役割や、医療面でも新たに
予定されている青森県立中央病院のほか、八戸市
立市民病院や八戸赤十字病院までも１時間以内が
想定されます。
まさに命の道といえるでしょう。一日も早い完
成に力を尽くしてまいります。

こんにちは。地域おこし協力隊の上野です。
このコラムを書いているのは３月３日。
厳しい寒さも終わりに近づいてきましたね。い
や～ほんとうに寒かった。
寒すぎて出不精になりがちでしたが、地域の方
からお誘いいただき、「あったかハウスまかどの
森」で初めてのクロスカントリ―を体験してきま
した！
めちゃくちゃ転びましたが、景色も良くて最高
に楽しかったです！！しかも、スキー板と靴のレ
ンタル代が無料でした。
めちゃくちゃオススメです。家族でも楽しめま
すし、私のように運動不足の方にとっての良いエ

クササイズになりそうです。来年は上手く滑れる
ようになりたいな。

������������������������上野さんの地域おこし協力隊コラム 『野辺地の穴場スポット』

むつ南バイパス開通式の様子
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【
野
辺
地
と
行
商
】
…
商
品
を
持
っ
て
家
々
を
訪
ね
歩
き
、
小
売
り
を
す
る
人
の
こ
と
。
当
町
に
も
、
か
つ
て
は
行
商
が
多
く
存
在
し
て
い

た
。
販
売
品
は
、
豆
腐
、
と
こ
ろ
て
ん
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
焼
き
芋
、
地
元
の
魚
や
農
作
物
な
ど
、
通
年
の
も
の
と
季
節
に
応
じ
た

商
品
を
取
り
扱
う
。
販
売
先
は
町
内
全
域
を
対
象
と
し
、
な
か
に
は
近
隣
の
町
村
へ
行
商
す
る
人
も
い
た
。
商
品
の
仕
入
は
主
に
地
元
だ

が
、
青
森
市
の
市
場
か
ら
商
品
を
仕
入
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
町
外
か
ら
の
行
商
も
お
り
、
果
物
や
イ
カ
な
ど
を
販
売
し
て
い
た
。

【
解
説
】

行
商
と
は
、
商
品
を
持
っ
て
家
々

を
訪
ね
歩
き
、
販
売
を
す
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
人
を
指
し
ま
す
。
か
つ

て
当
町
で
も
、
行
商
が
水
産
物
や
農

産
物
、
加
工
品
を
売
り
歩
い
て
い
ま

し
た
。

当
町
の
行
商
の
実
態
は
、
統
計
資

料
等
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め

実
数
等
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
昔
の

暮
ら
し
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
か

ら
よ
う
す
が
見
え
て
き
ま
す
。
行
商

の
販
売
物
は
、
通
年
の
も
の
と
季
節

に
応
じ
た
商
品
が
取
り
扱
わ
れ
た
こ

と
。
例
え
ば
、
豆
腐
、
と
こ
ろ
て
ん
、

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
、
う
ど
ん
や

そ
ば
、
焼
き
芋
、
地
元
の
魚
や
農
作

物
な
ど
を
売
る
行
商
が
い
た
そ
う
で

す
。
販
売
先
は
、主
に
街
中
や
馬
門
、

久
田
と
町
全
域
。
行
商
を
し
た
理
由

で
は
、
母
が
生
計
を
立
て
る
た
め
に

行
商
を
し
て
い
た
、
浜
で
獲
れ
た
魚

を
街
中
へ
売
り
に
歩
い
て
い
た
、
山

の
方
で
魚
と
米
を
交
換
し
た
、
な
ど

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
町
外
へ
売

り
に
行
く
行
商
も
い
た
よ
う
で
、
六

ケ
所
村
や
東
北
町
で
魚
な
ど
を
売
っ

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
鉄
道
を
利
用

し
商
品
を
仕
入
れ
に
青
森
へ
行
く
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
物
資
が
容

易
に
買
え
な
い
時
代
、
行
商
が
人
々

の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
た
よ
う
す
が

わ
か
り
ま
す
。

現
在
、
車
や
大
型
ス
ー
パ
ー
の
普

及
に
よ
り
、
行
商
は
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
買
い
物
弱
者
問
題
の
解

決
策
と
し
て
、
軽
ト
ラ
等
で
の
移
動

ス
ー
パ
ー
を
行
う
企
業
も
増
え
て
い

ま
す
。
時
代
に
応
じ
形
態
は
変
化
し

て
い
ま
す
が
、
い
つ
の
時
代
も
人
々

の
暮
ら
し
を
支
え
、
彩
り
を
添
え
て

き
た
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
で

す
。

（
文
責
・
資
料
館

山
崎
）

【写真③露天商 撮影日：1959（昭和34）年】
リヤカーで商品を販売しているようす。花や農産物を販
売しています。子どもはお手伝いでしょうか。

【写真①焼き芋売り 撮影日：1964（昭和39）年】
本町で焼き芋を売る行商。焼き芋は、寒い季節に人気を
はくしました。

【写真②アイスキャンディー売り
撮影日：1959（昭和34）年】

チリンチリンアイスの行商もいたそうです。

【写真④豆腐売り 撮影日：不明】
ソリに豆腐をいれて雪道を移動している様子。このよう
に家々を回り豆腐を売り歩いていました。

【写真⑤豆腐売りとお客さん 撮影日：1963（昭和38）年】
行商から豆腐を購入しているようす。商店が身近にない家庭に
とって、行商の商品は暮らしを豊かにするものでした。

������������������ ����������ちょっと野辺地に詳しくなれるゆるい歴史コラム のへじ典（其ノ九十三)
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＊ 総 合 健 康 相 談 ＊
保健師・管理栄養士による相談です。健康についての
お悩みをお聞きします。（要予約）
◆日 程 木曜日(祝日除く) ◆時 間 ８時半～17時
☎ 080－1142－8080（保健師直通）

＊ 傾 聴 サ ロ ン ＊
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会
を修了した傾聴ボランティアがお話を伺います。秘密は
厳守します。
◆日 程 ４月22日(水)、５月11日(月)、

５月29日(金)
◆場 所 健康増進センター
◆時 間 １３時～１５時

※申込み不要。
時間内にいつでも
どうぞ。

町に住所がある７５歳以上の方と、６５歳から７４歳で後期高齢者資格確認書をお持ちの方が対象とな
ります。申込み方法等は次のとおりです。詳しくはこれからお送りする案内をご確認ください。
◆申込方法 実施医療機関に事前に電話等で予約してください。
◆実施期間 令和８年５月１日～令和９年３月３１日まで受診できます。

後期高齢者健康診査がはじまります！

後期高齢者健康診査の案内は、４月末に郵送予定です。
受診の際、４月末にお送りする書類が必要となりますので、必ずご確認の上、ご不明な点は健康づく
り課までお問合せください。

≪精神保健福祉相談のお知らせ≫
精神保健に関する課題を抱える本人または家族等を対象に、精神科医師、保健師がお話をお伺いします。
最近よく眠れない・怒りっぽい・落ち込みが激しい等ご相談ください。
≪日 程≫ ４月15日（水） ≪受付時間≫ 13時～14時 ≪電 話≫ 0176-23-4261
≪場 所≫ 上十三保健所 ≪住 所≫ 十和田市西二番町10-15
≪その他≫ 予約制です。前日の午前中までに電話で予約をお願いします。

帯状疱疹予防接種のお知らせ
対 象：①令和８年４月１日から令和９年３月31日の間に50・55・60・65・70・75・80・85・90・95・

100歳となる方で町に住所を有する方
②60歳以上65歳未満の方であって、心臓・腎臓・呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスに
より免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方
※対象者には４月下旬に案内を郵送します。この予防接種は、ご本人が希望する場合にのみ行
います。接種を希望される場合は、お送りする書類を医療機関へ持参し、予防接種をおこなっ
てください。

実施期間：令和８年４月１日～令和９年３月３１日
接種場所：町が契約している医療機関（郵送される案内をご覧ください。）
助 成 額：生ワクチンを接種した場合、一人当たり４，０００円（１回限り）

組換えワクチンを接種した場合、一人１回当たり１１，０００円を２回分
※助成はどちらか１種類のワクチンで、生涯一度限りです。

※対象者の方で、実施期間中に全額自己負担で接種した方や指定医療機関以外で接種した場合は、償
還払いの申請が必要ですので、詳しくは健康づくり課までお問い合わせください。
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※予防接種の接種忘れや接種スケジュール等のご相談は、健康づくり課までお問合せください。
母子健康手帳は毎週火・木曜日に発行します。ご希望日の３日前までにご予約の上、
役場健康づくり課までお越しください。

日 事業名（対象者） 開始時間 場 所 備 考

9
４か月児健診
（Ｒ７年１１月６日～１２月９日生まれ）

８時45分
野辺地病院
（小児科）

対象者には個別通知します。

15

７か月児健診（Ｒ７年９月・１０月生まれ） 14時20分
健康増進
センター

個別通知はしておりません。
広報で確認し母子健康手帳とバス
タオルをお持ちください。１０か月児健診（Ｒ７年６月生まれ） 13時20分

みんなのこども相談（出生～就学前まで） 14時 前日までに申込が必要です。

ご予約はお電話又はこちらの
QRコードから受け付けております

近年、メディア機器の普及や近所に安心して
遊ぶことができる環境がない等の
影響もあり、幼児の遊びは活発に
体を動かすものが減ってきている
ようです。５～６歳までに大人の
約８割までの神経機能が発達するため、幼児期
は運動を調整する能力が顕著に向上する時期
です。しかし、外遊びの時間が少ない幼児が多
く、結果として幼児期に身につけられる体の動
きを獲得できず、体の操作が未熟な幼児が増え
てきています。
体を動かして遊ぶことは、身体的な側面だけ
でなく、精神面を含めた社会性の発達や認知的
能力の発達などに対する良い影響も報告され
ています。文部科学省の調査では、イライラす
ることが少ない子どもほど体力が高い子の割
合が多く、いつも感情をコント
ロールできずイライラしている
子どもほど体力の低い子が多い
という結果もでています。また、
幼児期からの運動習慣は、将来の生活習慣病予
防にもつながります。
幼児にとっての運動は、楽しく身体を動かす
“遊び”を中心に行うのがポイントです。これに
は、散歩や手伝いなど日常のさまざまな動きを
含みます。そして、それらの身体
活動を「毎日合計60分以上」行う
ことを意識するといいでしょう。
幼児期からの運動習慣は、将来
の健康的な身体づくりへつなが
ります。ぜひ、ご家族で日々の運動について振
り返り、生活の中で取り組めそうなことを考え
てみましょう。

＊すくすくアドバイス＊

～幼児期から運動習慣を身につけよう～

＊各種相談先＊

相談名（連絡先） 実施日 対象／内容

す く す く 相 談
(080-1142-8080)

月～金曜日
８時半～17時

※担当不在の場合は
折返し対応します。

妊婦、産婦、育児中の方､
就学前のお子さんなど。
こそだて応援コンシェル
ジュ（助産師・保健師）
が対応。

こ と ば の 相 談
(080-1142-8080)

思春期はればれ相談
(080-1142-8080)

木曜日
（祝日を除く）
８時半～17時

思春期の方、その保護者
など。
保健師による電話相談。

こども救急電話相談
※青森県主体

(＃8000または
017－722－1152)

平日：午後７時～
翌朝午前８時

土曜：午後１時～
翌朝午前８時

日祝：午後８時～
翌朝午前８時

小児の急病等、家庭内で
の対応や医療機関への受
診目安などの相談対応。
看護師が相談に応じます｡
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有戸地区はまなす
ふれあいセンター

◆開設日：４月２日、６日、
９日、13日、16日、20日、
23日、27日、30日

◆時 間：10時半～14時45分

５か月

「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に

届
け
ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い

て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と

な
の
で
、
掲
載
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
届
け
出
の
際
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

（
２
月
受
付
分
）
町
民
課

沖

優ゆ

唯い

斗と

く
ん
(秀
隆
)え
ぼ
し

角
鹿

結ゆ
い
飛と

く
ん
(
譲
)松
ノ
木
平

村
中
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25 2026 ４月号 №804

日 曜 行 事 名

1 水 旧野村家住宅離れ（行在所）解放
（～１１月３０日）

2 木
3 金 相：弁護士
4 土
5 日
6 月

7 火 町内小・中学校入学式
相：人権

8 水

9 木 健：４か月児
図：朗読の会

10 金
11 土 図：朗読の集い
12 日
13 月 春の火災予防運動（～１９日）
14 火

15 水
健：７か月・１０か月
相：みんなの子ども相談
相：年金

16 木
17 金

日 曜 行 事 名

18 土
２０２６のへじ春まつり（～５月６日）
図：コスモスおはなし会
児：新登録児を迎える会

19 日
20 月
21 火 児：避難訓練

22 水 傾聴サロン
児：支援拠点事業

23 木 春の読書deスタンプラリー（～６月２８日）
24 金 柴崎地区健康レクリエーション施設オープン
25 土 図：おはなし工房
26 日
27 月
28 火

29 水 昭和の日
第４６回ホタテ駅伝大会

30 木
〆：町県民税（随時）
国保・後期・介護（随時）

図：館内整理（休館）

※ 図：図書館 〆：納期限
健：健診児 児：児童館 相：相談

町税等の未納は延滞金が加算される場合があります
ので、納期限内に納付しましょう。

定住自立圏観光ガイド
ＱＲコード

★東北町
◆公立ぎんなん寮緑化まつり
・日 時 ４月１８日（土）９時から１５時
・場 所 公立ぎんなん寮直場所および大温室周辺
・内 容【販売品】

〈園芸商品〉パンジー・ビオラ苗、ネモフィラ、
鉢花各種、観葉植物、山野草など
〈ハンズ〉福祉施設商品、ドライフラワーなど
【催 事】
★園芸商品は表示価格より10％割引
★園芸商品などを購入された方に、イベント期
間終了後に使用できる割引券を配布
※感染症の状況によっては中止となる場合がご
ざいます。

・問 合 先 上北地域教育・福祉事務組合
公立ぎんなん寮
☎０１７６－５６－５１２１

圏域内のイベント
やモデルコースな
どの情報を公開し
ています。

◆問合先
上十三・十和田湖広域定住自立圏
観光推進協議会事務局（十和田市商工観光課内）
☎0176－51－6771

★十和田市
◆十和田市春まつり
・日 時 ４月１８日（土）～５月５日（火）
・場 所 十和田市官庁街通り周辺など
・内 容 桜の開花に合わせ、十和田市役所展望テラスの

一般解放と夜桜のライトアップのほか、各種イ
ベントを開催します。
◆４/１８（土）、１９（日）
桜流鏑馬（さくらやぶさめ）、とわだ自慢市、ス
テージイベント

※他のイベントや詳細はQRコードからください。
・問 合 先 （一社）十和田奥入瀬観光機構

☎０１７６－２４－３００６
十和田商工会議所
☎０１７６－２４－１１１１

★小坂町
◆小坂鉱山事務所 桜鑑賞
・日 時 ４月１５日頃～４月３０日頃
・場 所 小坂鉱山事務所
・内 容 明治38年に建築された国指定重要文化財「小坂

鉱山事務所」周辺では、例年４月中旬～下旬に
かけて桜が見頃を迎えます。
レトロな洋風建築と淡い桜色が織りなす
景観は、小坂町ならではの春の風景です。
広場からは建物全体と桜を一望でき、写真撮影
スポットとしても人気です。

・問 合 先 小坂まちづくり株式会社
☎０１８６－２９－５５２２

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は
早
め
の
点
灯
時
刻
４
月
は
17
時
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